
（決算補足説明資料） 1/2 株式会社日本製鋼所

《決算補足説明資料》 平成28年11月7日

１．平成２９年３月期　第２四半期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２９年３月期　第２四半期連結営業利益の
(億円) 前年同期比 23億円 増加の要因

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益(＄110円→115円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

《受注残高》 (億円)

13%
単　　　独 849 722 127 － △ 6

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　異 前期比

売 上 高 1,070 946 124

営業利益 (※) 73 50 23 46% 6
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 221 224 △ 3 －

16
経常利益 73 53 20 38%

単　　　独 42 23 19 －
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 31 27 4 －

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 14 14 0 －
単　　　独 59 39 20 － 7

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 5 3 2 － 23

当期純利益 51 32 19 59%
単　　　独 46 29 17 －

0

売上高営業利益率 6.8% 5.3% 1.5%

有利子負債残高 504 607 △ 103

 素形材・エネルギー事業は、減損による固定費の減少はあるものの利益貢献度の高かった天然ガス用ク
ラッド鋼管の売上減少及び操業の停滞が継続し、営業赤字が拡大した。
 産業機械事業は、樹脂加工機械・レーザーアニール装置の売上伸張に加えて、コスト改善も進展して営業
増益となった。

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異
H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.45 0.45 0.00
純Ｄ／Ｅレシオ △ 0.09 △ 0.05 △ 0.04

313 △ 79
産 業 機 械 767 770 △ 3 産 業 機 械 825 621 204
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 183 180 3 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 234

11 △ 2
合　計 960 962 △ 2 合　計 1,070 946 124

不 動 産 他 9 11 △ 2 不 動 産 他 9

(46)

H２９年３月期
第２四半期

H２８年３月期
第２四半期

差　　異

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 644 913 △ 269

(内、輸出) (342) (410) (△68) (内、輸出) (507)

産 業 機 械 1,232 1,204 28
不 動 産 他 6 7 △ 1

(461)

合　計 1,883 2,125 △ 242
(内、輸出) (833) (1,081) (△248)
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２．平成２９年３月期　連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H29年3月期  連結営業利益予想の

前年同期比 ▲24億円 減少の要因
(億円)

億円

・売上、生産、代価増減

・変動費

・固定費

・為替差益(＄115円→111円）

・配分不能

合計

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷自己資本

（３）連結受注・売上計画（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画

(億円)

単　　　独 1,780 1,761 19 － △ 58

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差異 前期比

売 上 高 2,200 2,233 △ 33 △1%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 420 472 △ 52 －
営業利益 (※) 120 144 △ 24 △17%

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 63 57 6 － 35

19
単　　　独 57 87 △ 30 －

経常利益 120 141 △ 21 △15%
単　　　独 83 95 △ 12 － △ 12
ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 37 46 △ 9 －

当期純利益 80 △ 166 246 －
単　　　独 60 △ 187 247 －

売上高営業利益率 5.5% 6.4% △0.9%

有利子負債残高 510 496 14

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 20 21 △ 1 － △ 24

　素形材・エネルギー事業は、天然ガス用クラッド鋼管の大幅な売上減少と操業未達による影響が、
減損による固定費負担の軽減を上回り営業赤字となるも、
産業機械事業が、高水準の受注・売上増加とコスト改善の進捗により、急激な円高による為替差損を
吸収して営業増益基調を維持し、素形材・エネルギー事業の赤字を補完。
全社としては、当初見込の営業利益120億円を確保する見込み。

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

差　　異
H２９年３月期

予想
H２８年３月期

実績
差　　異

Ｄ／Ｅレシオ 0.45 0.45 0.00
純Ｄ／Ｅレシオ 0.04 △ 0.11 0.15

748 △ 198
産 業 機 械 1,650 1,678 △ 28 産 業 機 械 1,630 1,443 187
素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 430 397 33 素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 550

(△160) (内、輸出) (1,048)

40 △ 20
合　計 2,100 2,116 △ 16 合　計 2,200 2,233 △ 33

不 動 産 他 20 39 △ 19 不 動 産 他 20

△ 8

不 動 産 他 1 0
合　　　計 101 140

H２９年３月期
予想

H２８年３月期
実績

素形材・ｴﾈﾙｷﾞ- 41 90
産 業 機 械 57 49

(1,109) (△61)(内、輸出) (814) (974)
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